
Google Agentspace Enterprise インタラクティブガイド 
皆さん、こんにちは！IT教育者の視点から、今日はGoogleが提供する画期的な企業向けソ
リューション「Agentspace Enterprise」について、その核心から具体的な活用法まで、徹底的
に解説していきます。 

「社内情報がサイロ化していて、探すだけで1日が終わる…」 
「繰り返し発生する定型業務から解放され、もっと創造的な仕事に時間を使いたい…」 
こうした多くの企業が直面する根深い課題を、AIの力で根本から解決するのが、この
Agentspace Enterpriseです。この記事を読めば、その全体像から具体的な導入ステップま
で、明確に理解できるはずです。 

1. Agentspace Enterpriseとは？「2つの心臓」で企業を変革するAIプ
ラットフォーム 
Agentspace Enterpriseの強力な機能を理解する鍵は、その中核をなす「2つの心臓」にあり
ます。これらが連携することで、企業の働き方を根底から変革します。 

🔍 心臓1: AI搭載「全社横断」検索エンジン 

これは、単なるファイル検索の進化版ではありません。社内に散在するあらゆる情報を、一つ

の窓口から対話形式で探し出し、根拠のある回答を生成するインテリジェントな検索エンジン

です。 

●​ あらゆるデータを横断検索: メールやドキュメント（非構造化データ）はもちろん、
Salesforceの顧客情報やJiraのチケット（構造化データ）まで、普段使っている業務システ
ムの垣根を越えて一気に検索できます。 

●​ AIが要約・回答・提案: 「去年の〇〇プロジェクトで最も貢献したチームは？」のように自
然な言葉で質問すれば、AIが関連資料を瞬時に探し出し、要約して回答。さらに、関連す
る可能性のある次のアクションまで提案してくれます。 

●​ 信頼できる回答の秘密 (Blended RAG): AIの回答は、必ず社内のどの文書やデータに
基づいているか、引用元が明記されます。これにより、AIがもっともらしい嘘をつく「ハルシ
ネーション」を防ぎ、常に事実に基づいた信頼性の高い回答を得られます。 

●​ あなた専用にパーソナライズ: あなたの役職や所属部署、過去の検索履歴に応じて、最
も関連性が高く、かつアクセス権限のある情報だけを賢く表示します。 

🤖 心臓2: 業務を自動化する「AIエージェント」チーム 

こちらは、調査、レポート作成、データ入力といった様々な業務を、あなたの代わりに実行して

くれる「AIの専門家チーム」のような存在です。 

●​ 専門タスクを自動実行: 「最新の市場トレンドを調査し、競合他社と比較したレポートを作
成して」と指示すれば、AIエージェントが情報収集、分析、資料作成までを自動で実行しま



す。 
●​ エージェントは2種類: 

○​ 既製エージェント: Googleが用意した「深掘り調査」「アイデア創出」など、すぐに使え
るエージェントが揃っています。 

○​ カスタムエージェント: 専門知識がなくても、パズルを組み合わせる感覚で、自社独自
の業務に特化したエージェントをノーコードで構築できます（Agent Designer）。 

●​ 既存システムとシームレスに連携: 勤怠管理システムからデータを取得して給与計算シス
テムに入力するなど、今ある社内システムと連携して、複数のステップにまたがる複雑な

ワークフローも自動化します。 

2. なぜGoogleのAgentspaceは「別格」なのか？5つの強みを深掘り 
Agentspace Enterpriseがこれほど強力なのは、Googleが長年培ってきた技術基盤がある
からです。 

1.​ 🧠 Googleの知能 (Google Intelligence)​
世界最高峰の検索技術と、Geminiをはじめとする最新AIモデルを惜しみなく投入。単な
るキーワードの一致だけでなく、文脈や意図を深く理解し、「まだ誰も聞いていない重要な

質問」を予測して答えを提示することさえ可能です。 
2.​ 🔗 ユニバーサル接続性 (Universal Connectivity)​

Google Workspaceはもちろん、Salesforce, ServiceNow, Microsoft SharePoint, 
Confluence, Slack, Dropboxなど、多くの企業で利用されている100種類以上の主要な
外部システムと簡単に接続できる「コネクタ」が豊富に用意されています。これにより、真

のデータ一元化が実現します。 
3.​ 🛡️ 組み込みの信頼性 (Built-in Trust)​
セキュリティはGoogleレベルの堅牢性を誇ります。シングルサインオン（SSO）で認証を
管理し、「誰がどの情報にアクセスできるか」という企業の既存の権限設定を完全に尊重

します。機密情報が意図せず漏洩する心配はありません。 
4.​ 🎛️ 高度なカスタマイズ性 (Customization)​
企業のロゴやブランドカラーに合わせて見た目をカスタマイズできるのはもちろん、検索

結果の優先順位を調整したり、特定のユーザーグループにだけ表示される情報を設定し

たりと、企業ごとのニーズに合わせた細やかなチューニングが可能です。 
5.​ 📈 スケーラビリティ (Scalability)​
数名のスタートアップから数万人のグローバル企業まで、組織の規模を問わず、パフォー

マンスを落とすことなくスムーズに利用できます。言語の壁も越えて、グローバルな情報

活用を支援します。 

3. 【職種別】明日から使える！具体的な活用シナリオ 
理論だけではイメージが湧きにくいかもしれません。具体的な職場でどう役立つのか、3つのシ
ナリオを見てみましょう。 



シナリオ1：マーケティング部門の新人Aさんの場合 

●​ 悩み: 過去のキャンペーン情報や成功事例が社内のあちこちに散らばっており、企画書
作成のための情報収集に膨大な時間がかかっていた。 

●​ Agentspace活用後: 
1.​ 検索ウィンドウに「昨年度のX製品の販促キャンペーンで、最も顧客エンゲージメント
が高かった施策を要約して」と入力。 

2.​ AIが即座に関連資料（報告書、スプレッドシート、メール、顧客分析データ）を横断検
索し、成功要因と共に要点をまとめて提示。 

3.​ さらに、引用元の資料をワンクリックで**「NotebookLM Enterprise」**というAI搭載
ノートに転送。AIと対話しながら資料の深掘りやアイデア出しを行い、データに基づい
た質の高い企画書を短時間で作成できた！ 

シナリオ2：営業部長Bさんの場合 

●​ 悩み: 毎週、各チームから個別のフォーマットで送られてくる売上データを手作業で集計
し、レポートを作成する定型業務に多くの時間を割かれていた。 

●​ Agentspace活用後: 
1.​ ノーコードツールの「Agent Designer」を使い、「各営業システム（Salesforce, etc.）
からデータを収集し、週次売上レポートを生成して関係者にメールで送付する」AIエー
ジェントを作成。 

2.​ 毎週月曜の朝、エージェントが自動でレポートを作成し、B部長が確認後、ワンクリッ
クで関係者にメール送信。 

3.​ B部長は、レポート作成業務から完全に解放され、データに基づいた戦略立案やメン
バーのコーチングといった、より付加価値の高い仕事に集中できるようになった。 

シナリオ3：人事部門・中途入社者Cさんの場合 

●​ 悩み: 入社直後で、社内規定や各種申請フローが分からず、誰に何を聞けば良いか途方
に暮れていた。 

●​ Agentspace活用後: 
1.​ ポータルサイトの検索窓に「オフィスのWi-Fi申請の方法は？」と入力。 
2.​ AIアシスタントが社内規定（PDF）やイントラネットのページから正確な手順を抽出し、
申請システムのリンクと共にチャット形式で回答。 

3.​ Cさんは、誰かに気兼ねすることなく、必要な情報を24時間いつでもセルフサービス
で解決でき、スムーズに業務をスタートできた。 

4. まとめ：Agentspaceは「企業のOS」そのものだ 
Google Agentspace Enterpriseは、単なる便利なツール群ではありません。 

●​ AI検索が、社内の知識を隅々までつなぐ**「インテリジェントな神経網」**となり、 
●​ AIエージェントが、様々な業務を正確に遂行する**「優秀な手足」**となる。 



これは、企業活動の基盤となる**「新しいOS（オペレーティングシステム）」**を導入するような
ものです。 

これにより、従業員一人ひとりが情報探しの手間や退屈な定型業務から解放されます。その

結果、人間だからこそできる創造性や戦略的思考を最大限に発揮し、組織全体の生産性とイ

ノベーションを飛躍的に向上させることが可能になるのです。 

AIとの協業が当たり前になる未来は、もうすぐそこまで来ています。Agentspace Enterprise
は、その未来を自社の力として取り込むための、最も強力なプラットフォームと言えるでしょう。 
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